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糸 状菌 M9 株 の 生 産す る イ ソ プ リ メ ベ tt　 一 ス 生 成酵素 の 諸性質

（工 技 院 　微 工 研、
嚏

（株） 不二 家 ）　〇 三 石 　　安 、加 藤　毅
“

、小杉 　佳次

【目的】　 演 者 ら は、土 壌 よ り 分離 した 糸状菌M9株 の endo −1，4一β
一glucanase が 、靭 ログ ルカ

1

ンか ら、 そ の 繰 り返 し構造単 位 を各 種 の 受 容 体 に 転移す る 作 用 を 持 っ こ と を見 い だ し 、 高級
ヘテロオリコ

’
糖配 糖体 の 酵素 的合成法 の 検討 を 行 っ て き た 。

S ｝

今 回 は 、 キシログ勅 ンオサゴ 糖 や そ の 配

糖体 の 構造 解析 に有 用な イソプ リメペ ll一ス生 成酵素 を 、　 M9株 が生 産す る こ とを 見 い だ し 、 本 酵素
を精 製 して そ の 諸 性 質 を検討 した 。

【方法 】　 培養 は 、 キYBグ 舳ンを 炭素 源 と して 30℃ 5日間振盪 培 養 し た 。 酵素活 性 は 、 50℃ 、

pH　 5．0で 還元キシログ 舳 ン籾 ゴ 7糖 を基 質 と して 行 い 、生 成 する 初 プ 弥 ぺ u一スの 還 元 力 を Nelson
−Som 。gyi 法 に よ り測 定 した 。 酵 素 の 精製 は、培養 濾液 よ り 、 限外 濾 過 濃縮 、廿 ン交 換 ク胛 トグ

ラフ仁 、ゲ 尠濾 過、お よび疎水クロ叫 グ ラフt一な ど を もち い て 行 っ た 。 ま た 、 反 応生 成物 を HPLC に

よ り 分 析 し た 。

【結 果】　 ヘミ悌 ラ
ーゼ 生 産 菌 と し て 土 壌 よ り分離 し た 糸状 菌 M9株 は、閉 子 の う果 中 le子 の う

胞子 を 形成 し 、 へ
’

ニシリ帖型 の 分 生 子 形 成 機 構 を もつ こ とか ら 、Eupenicillillm属 に 属す る も

の で あ っ た 。 本 菌 の 酵素 は 、 精 製 の 過程 で L・ く つ か の 成 分 に 分離 した が 、 pH5 ．0で S一セフr9
一

スに 吸 着す る 成分 を電気 泳動 的 に 均
一

に ま で 精 製 した 。 酵 素 の 分子量 は 、 SDS −PAGE で 約 98，
eOO 、 反 応 の 至 適温 度 お よび pH は そ れ ぞ れ 約 50℃ お よ び 5．0で あ っ た 。 本酵 素 は 、 キ湘 グ 励 ン

に は 作用せ ず、羽 ゴ 7糖 を 御 プ ．：∫メペ u一ス単位 に 分 解 した。 ま た、ガ ラクト スを 含 む tVl
’
8糖 お よ

び 9糖 を、イソプ 罪 ペ ロ
ー
ス単位 と 残 り の 高級 潤 ゴ 糖 に 分 解 した 。 こ れ ら か ら本 酵 素 は ．。 血

oryzae の exo 型酵素 と同様 な 作用機構 を も っ も の と思 わ れ 沈 。

1）　 三 石、他 ： 1992年度 日本農 芸化 学会大会講演要 旨集 ， p507
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SL1alggggllguyggEc　h　 S 酵 母 の Brarlching　enzyme の 精製 と 性質
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【目的】 B ・anchi ・9 ・・z．yme （BE）［1，
4−一　・・　

−
g」・ucan ：1， 4一α・

−
gi 、 c 。n　6一α

一（1，4一α
一

glUeano ）−transferase ］（EC　2．4？
1．18）ば 植 物で はQ −enzyme と し て 古 くか ら知 られ て い て

de1．4−glucanex の
一部 を 6 位 に転移 し、枝分 九 を形成す る 酵素 で ある 。 こ れ と類 似 の 酵 素

は嘩乳動物 、大 腸菌 、麺 に も存在 す る こ と が報告 さ れ て い る が”
’
酵濠 力1らめ册 め

報告は 少 な い ・我 々 は SLag91ILII99！1X119S1　cerevisiae の培養菌体よ りnEを精製 しその 性質を調
べ た の で 報告す る 。

【方法 と糸課 】 Sacc｝lar 。 myce ・ c ・re ・i・i・e を PG賠 地 で 糠 して 得た 菌体 をF。。 、ch 　pre ，。

で 鰰 し・その 上澄 液 をQAE−TOYOPEARL・
　e　一・min 。。・ しyl　 ・gar ・se 、　be・d・。 xyl ・p・vit，の

coJumn
　chrothatography で 分 画 し、　 BEの 活性 を12一跚 ylose 複 合体 の 吸光度 の変化で 襖索 し

た。BE活性 画分は a 四 1。se を基質 と して 作用 させ 、　branch　point をis。arny 】．ase と yeas しの

debranehing　eniyme に よ う て 生 じ るglucose と し て 測定 した 。 そ の結果QA巳一τOYopEAR しの

画分 か ら比 活 性 で 約10．O培精製 され 、　 PAGEで ぽ ぼ均
一

な 分子 巍約 6 万 の 酵 素 を得た 。 こ の

酵素 をamy ユese に 作用 させ 、　 isoamylase で 分枝点 を切 断す る とHPLC（） 1
で ma1 しohexaose

，

諏 a ユt 。 he沸 ao3e が 検 出 され た こ と か らDP　 6， 7 を選 択的 に 転 移 する と：考え られ る．ま た 直
鎖の glUcan （茄 17，25 ， 35）をamy ！。 se に 対す る 作 用 と蛟 べ る と加 17に は ぼ とん ど 作用 せ ず
卵 35で 8、7傷程 度 で あ っ た 。

（1）S．Tabata アet ．aLCarbohydr ．Res ．　1鑿p　

1
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